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立体音響を利用した
聴きたい音を聴きたいように聴くための技術

西野 隆典1,a)

概要：実環境において収録した音響信号をもとにした，自由聴点オーディオ技術について焦点を当てる．
本技術の基本的な枠組みは，音源信号分離と頭部伝達関数などを用いた立体音響再生技術とからなる．こ
の枠組みにより，音源信号の再配置，強調，追加・抑圧など，実音場を加工した新たな音場再生が可能と
なる．本稿では，この自由聴点オーディオ技術の仕組み，課題，展望などについて述べる．
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Technique for Listening to Desired Sound Freely based on Spatial Audio

Nishino Takanori1,a)

1. はじめに

音源から両耳までの音の伝播は，音源信号と音響伝達特

性の畳み込みとして表される．特に立体音響表示では，この

音響伝達特性として頭部伝達関数 (Head-Related Transfer

Function: HRTF)の時間領域表現である頭部インパルス

応答や，残響時間を含んだ両耳室内インパルス応答が用い

られる．このことは，音源信号と音響伝達特性を得ること

ができれば，所望の音場の生成が可能となることを意味す

る．しかし，現実には音源信号や音響伝達特性を正しく得

ることは極めて困難である．

自由聴点オーディオ [1]，または受聴位置選択型オーディ

オ [2] と呼んでいる立体音響再生技術は，収録された実音

場の中で聴く位置を自由に変更することを目的とした技術

であり，音源信号分離，音源位置推定，立体音響表示といっ

た分野の技術を基にしている．自由聴点オーディオ処理の

概要は次の通りである．

( 1 ) 複数のマイクロホンによる収録

( 2 ) 音源信号分離と各音源信号の位置推定
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( 3 ) 聴取者との間の音響伝達特性の決定

( 4 ) 分離信号と，決定した音響伝達特性の畳み込み

( 5 ) 畳み込みされた信号の統合と提示

2. 自由聴点オーディオ

自由聴点オーディオは，音場を取り囲むようにマイクロ

ホンを配置する方式と，音場内にマイクロホンを配置する

方式に大別できる．また，これらの発展形には，音の選別

を考慮に入れた傾聴システム，全天球映像に対応した全方

位バイノーラル録音・再生システムがある．

( 1 ) 自由聴点オーディオ (周囲配置型)[1], [2]

この方式は自由視点映像 (自由視点テレビ)[3]の音響

部分として検討がなされたものである．収録装置が映

像に入らないよう，対象を取り囲むようにマイクロホ

ンアレイを配置し収録を行っている．

( 2 ) 自由聴点オーディオ (内部配置型)

60chの無指向性マイクロホンを収めた小型正十二面体

マイクロホンアレイ [4]を用いて収録を行う方式であ

る．このデバイスを用いた発展課題として，音源分離

の高速化 [5]や，距離推定 [6], [7]がある．

( 3 ) 自由聴点オーディオ (ステレオ信号対応)

音楽聴取における新たな効果を提案するため，自由聴
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点オーディオ技術を適用したシステムである．ステレ

オの楽曲信号に対する音源分離 [8]と，音源の再配置

を 1次元のパラメータで行う手法 [9], [10] の組み合わ

せからなる．

( 4 ) 自由聴点オーディオの発展形

自由聴点システムでは，すべての分離信号を再生時に

用いることを前提としていたが，再生に用いる分離信

号を取捨選択することで，注目したい音を強調したり，

耳障りな音を抑圧したりすることが可能となる．この

枠組みのプロトタイプとして選択的傾聴システム [11]

がある．

また，全天球映像への音響信号付与を目的とした全方

位バイノーラル録音システム [12], [13]は，内部配置

型の変形として捉えることが可能である．なお，映像

との組み合わせにおいては，腹話術効果 (例えば [14])

といった効果が期待できるため，このシステムでは疑

似的な頭部インパルス応答を用いている．

3. まとめと今後の展望

本稿では，音源信号分離と立体音場再生を利用した，自

由聴点オーディオ技術とその派生技術について紹介した．

本技術は，現実の音場を加工，再構成して聴取者に提示

することが可能であり，現実と仮想をつなぐ技術であると

考える．また，この技術の適用先のさらなる開拓や，評価

方法についての検討が今後の課題である．
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